
平成平成平成平成24242424年度年度年度年度　　　　事務事業評価事務事業評価事務事業評価事務事業評価____事務事業調書事務事業調書事務事業調書事務事業調書　（　（　（　（評価対象事業評価対象事業評価対象事業評価対象事業））））

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

1.62
決算額

繰越額

1,108

1,543

0 0

会計

事業タイプ

経費区分

食生活改善推進員関係（養成講座・育成講座・研修会）各
種栄養指導（食の健康教室・栄養実習など）

事
業
費
／
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H23（2011） H24（2012）

1,401予算額
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指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

食生活改善推進事業食生活改善推進事業食生活改善推進事業食生活改善推進事業

開始年度 0 終了年度 9999

健康増進法

目的 望ましい食行動や食習慣の理解と個人が実践できる力（自己管理能力）を身につけ、食事を楽しみ、こころ豊かに健康な暮ら
しを営むことができるよう支援する。
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事業名

部署名 健康課

食生活改善推進員養成講座・育成講座、地域食生活改善活動等を通して、望ましい食生活について教育、啓蒙を図る。

事業コード

321

概要
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活動指標

民間等委託（一部）現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

一般会計

単独事業

物件費

総
合

計
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体
系

総
合

計
画

体
系

総
合

計
画

体
系

総
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体
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基本施策
体系

重点施策
体系

・食の健康教室、栄養実習、食生活改善推進員
養成講座・育成講座等の各種栄養指導の実施回
数

目標値 70707070 70707070 70707070 70707070 70707070回

実績値 71717171 72727272

・食の健康教室、栄養実習・栄養改善講座等の
各種栄養指導の受講者数

人 目標値 1700170017001700 1700170017001700 1800180018001800 1800180018001800 1800180018001800

計算
根拠

各種栄養指導の年間の受講者

実績値 2117211721172117 1774177417741774

達成率
（％）

124.5124.5124.5124.5 104.3104.3104.3104.3

実数値

ランク ＡＡＡＡ ＡＡＡＡ

健康で長生き、笑顔で暮ら
すまちづくり

健康づくりを充実する保健医療

基本目標 属性 基本施策

健診・相談体制の充実

実施施策

4042

「人の増えるまち」づくり 健康長寿健康と長寿の推進

重点施策 分類（大） 分類（小）

831

H23事業名 食生活改善推進事業 321
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【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

栄養の偏りや食生活の乱れによって生活習慣病の増加が予測される。そこで食に
ついて自ら考える習慣を身につけ、規則正しい食生活習慣の定着に向けた知識の
普及啓発は、生活習慣病予防につながると考えている。

根
拠

事業名

主体

必
要

性

【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

生活習慣病はこどもの時から予防する必要があり、個人を基本に、全市規模で家
族、地域で取り組む必要があるため。

根
拠

根
拠
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効

性
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・
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果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。

事業名

所管課

根
拠

ない

専門家による教育・講座を実施する必要があり、コストを削減するとなるとその
運営に支障をきたすおそれがある。

根
拠

国や県の補助制度がないため。

根
拠

行動変容を目的とした栄養指導をし、継続的に取り組むことが大切。
根

拠

昨年度までの取り組みを継続的に実施しつつ、地域の
団体（青年団、青少協、壮年会など）と連携し、講座
や指導の機会を積極的に持つことにより、若年世帯へ
の健康に対する食生活の重要性に取り組んでいく。

維持維持維持維持

平
成

2
4
年

度
取
組

み

【平成25年度　方向性】

昨年度までの取り組みを継続的に実施しつつ、地域の
団体（青年団、青少協、壮年会など）と連携し、講座
や指導の機会を積極的に持つことにより、若年世帯へ
の健康に対する食生活の重要性に取り組んでいく。

平
成
2
5
年

度
計

画

【平成24年度　方向性】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
可能 不可能－

－ 未実施 未実施

不可能

【H25提案型市民主役オープン事業実施】 不可能 〈不可能選択理由〉

団体補助等の特定の相手先への
補助金や交付金事業のため

H23事業名 食生活改善推進事業 321
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